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研究成果の概要（和文）：わが国の幼稚園では明治期から生き物飼育が伝統的に行われてきたが、現在では保育者の知
識不足と意識の低下による不適切な飼育や不衛生な管理、幼児への誤った指導などが増加している。また近年は子ども
が自然の中で生き物に触れる機会が少ない。本研究は、「幼児のための生き物を介在した教育システム（AAEFC）」を
確立し、幼稚園や保育園における生き物飼育を通した保育を再構築することで、子どもの生きる力の育成を目指した。
研究の成果として、伴侶動物、昆虫、飼育動物、動物園動物、産業動物（家畜）を介在した幼児のための教育システム
を確立することができた。さらに、その成果を現場の保育に生かすための指南書として出版した。

研究成果の概要（英文）：Most of Japanese kindergartens have been keeping small animals for educational 
use since Meiji era which is very unique educational system compared to overseas. However, most of the 
present teachers at Japanese kindergartens do not have knowledge on animals (management methods, biology 
of animals etc.) and their perception toward animals' life is poor, which leads to inappropriate 
management of animals and unhygienic keeping conditions of animals. On the other hand, all of the 
circumstances surrounding children were unfavorable such that they have a very few chances to contact 
with animals in nature. Therefore, our study developed the educational system for assisting children in 
kindergartens to contact with different kinds of animals such as companion animals, insects, animals at 
kindergarten, farm animals and zoo animals. We also published guide books of animal assisted education 
for teachers to use at kindergartens and nursery.

研究分野： 人間動物関係学
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１．研究開始当初の背景 
 子どもの生活は、ゲームやネットへの過度
の依存による現実と仮想世界の混同、自然の
中で体を動かしながら生き物にふれて育て
る体験の不足、生き物の誕生と死を肌で感じ
る体験の喪失、都市型社会の中での不規則な
生活など、人間本来の生活環境から遊離し、
それが子どもの心身の成長に悪影響を及ぼ
しているといわれている。文部科学省の調査
では、全国の小中高校で「いじめ」として認
知された件数が 7 万件を超え、不登校児童は
2 万人を超えた（平成 21 年度「児童生徒の問
題行動等生徒指導上の諸問題に関する調
査」）。また、自殺した児童・生徒は年間 165
人に上っている。小学校の学級崩壊も顕在化
しており「小 1 プロブレム」と呼ばれている。
さらに平成 22年度の文科省の調査によると、
子どもの日常生活における運動不足が体力
格差を拡大している。これらの背景を踏まえ
て、中央教育審議会では、利己的欲求を抑制
できずに突然切れる子どもや他者を傷つけ
る子どもの急増に対して、体を動かし生き物
とふれあうことで命の大切さや他者への思
いやりを学ばせることを提言しており、生き
物を通した保育の重要性を指摘している。 
 国外ではすでに 1970 年代から、生き物を
介在した様々な活動（AAI ：Animal Assisted 
Intervention）が実践されており、動物行動
学、獣医療、精神生理学、教育学などの分野
の研究者によって、生き物とのふれあいがヒ
トの心身に与える効果についての科学的研
究がなされ、子どもの学習支援や精神的外傷
の緩和、情緒的問題の軽減、運動不足の解消、
精神衛生の向上に貢献することなどが報告
されている（Levinson, 1972, Blue, 1986; 
Frith, 1982; Bailey, 1988; Covert et al., 
1985; Davis, 1987; Mader et al., 1989）。ま
た、AAI を実施するには、用いられる生き物
の QOL に配慮すること（動物福祉：Animal 
Welfare）が必須条件とされている。AAI の
関係団体として、米国のデルタ協会、英国の
SCAS、フランスの AFIRIC、国際組織の
IAHAIO などが設立されている。 
 一方、明治以来わが国の幼稚園では、植物
栽培や生き物飼育を通して幼児の情操を育
む教育に取り組んで来た長い歴史がある。教
育機関における生き物飼育がほとんど行わ
れていない海外に比べて、幼稚園や小学校に
おける生き物飼育はわが国が誇る伝統的な
教育である。しかし、生き物飼育を特に AAE
（Animal Assisted Education：動物介在教
育）として認識し、科学的に評価しようとす
る試みはほとんど行われてこなかった。また、
近年における幼稚園の生き物飼育に関する
実態についても明らかではなかった。そこで
本研究者らは、わが国の幼稚園における生き
物飼育の現状と役割を AAE の視点から明ら
かにするために、長年にわたって詳細なフィ
ールド調査を行ってきた（谷田ら,2001；掘
見ら,2009; 谷田ら,2010）。その結果、わが国

では現在でも生き物を飼育している幼稚園
が 8 割近くにものぼることが確認されたが
（谷田・木場,2004）、その一方で、１）生き
物飼育の目的の不明確さ、２）生き物飼育に
対する保育者の知識と意識の低さが明らか
となり、そのことが以下に挙げるような様々
な問題につながっていた（谷田・木場,2008; 
谷田ら,2010）。 
 
２．研究の目的 
 背景で述べたように、わが国の幼稚園では
明治期から保育の一環として生き物飼育が
伝統的に行われてきたが、現在では、保育者
の知識不足と意識の低下による不適切な飼
育や不衛生な管理、幼児への誤った指導など、
生き物飼育による本来の保育の意義が見失
われ、飼育の形骸化が幼児の心身に悪影響を
及ぼしているという報告もある。その一方で、
近年は子どもをとりまく環境が大きく変貌
しており、物質的な豊かさは享受していても、
自然の中で生き物に触れるなどの屋外遊び
の場が奪われたことにより、子どもの「生き
る力」が低下したとする指摘がある。そこで
本研究は、保育学、教育学、精神生理学、獣
医学、動物行動学、動物介在教育学の専門家
が有機的に関わり、「幼児のための生き物を
介在した保育システム（AAEFC）」を確立し、
幼稚園や保育園における生き物飼育を通し
た保育を再構築することで、子どもの「生き
る力」の育成を目指す。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、幼稚園の子ども、保育者、生き
物（昆虫などの小さな生き物からウサギや犬、
家畜などのほ乳類まで）の３者を調査対象と
する。平成 24 年度は、理想的な生き物飼育
を実践している園と生き物飼育に問題を抱
えている園を比較調査した上でAAEFCの骨子
を立案するとともに、生き物飼育が困難な幼
稚園や保育園のために、動物園や農場の利用、
犬やポニーの訪問による代替AAEFC立案のた
めの予備調査を行うこととした。平成 25 年
度は、平成 24 年度に立案したプランに基づ
いて、子どもの視点（保育）と生き物の視点
（動物福祉）から、現場で利用可能な AAEFC
コンテンツを作成することとした。平成 26
年度は、選抜した調査対象幼稚園に対して作
成した AAEFC を実施することとした。平成 27
年度は、代替 AAEFC を含む総合的な AAEFC シ
ステムの効果の評価と、本研究成果の実用化
に向けてのガイドラインとアクションプラ
ンを提案することとした。 
 
４．研究成果 
 ４年間の研究成果として、伴侶動物、飼育
動物、動物園動物、産業家畜、昆虫などを介
在した「AAEFC」を実施するためのコンテン
ツとプログラムを開発することができた。そ
の成果の一部は iPad などのタブレットを介
して、幼稚園や保育園の生き物教育に用いる



ことが可能となった。さらに、本研究成果と
して、保育現場において「幼児のための生き
物を介在した保育システム（AAEFC）」を実践
するための保育者への指導書として、平成 26
年度に「保育者と教師のための動物介在教育
入門（岩波出版）」、平成 27 年度に「保育線、
幼稚園でのちいさな生き物飼育手帖（かもが
わ出版）」を出版した。今後さらに、本研究
成果を保育の現場にフィードバックするこ
とにより、わが国の幼稚園が伝統的に行って
きた生き物飼育を科学的根拠の元に実践す
ることが可能となる。 
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